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概要 

日本の高等教育機関等における 2013，2015，2017年度と継続的に実施してきている ICT
活用教育の推進に関する悉皆調査の結果を基に，大学において全学的に導入されている

LMSの種類の傾向について整理を行った。その結果，この調査期間において，導入されて
いる LMSの種類については大きく変動がないものの，2015年度あたりから，LMSだけで
はない学生支援システムも統合された大学サービス用に構築されたシステムの利用が増加

している傾向が見られた。さらに，学部学生数による大学規模別での変化も同様に整理し，

大学の規模に関係無く導入されている LMSや大規模校を中心導入されている LMSなどが
みてとれた。 

 

1  はじめに 

2017 年度に ICT 推進協議会（以下，AXIES と
いう）ICT 利活用部会が実施した日本の高等教育
機関等における ICT活用教育の推進に関する悉皆
調査では，LMS の全学導入率が大学事務局の
65.5％となっており徐々に増加傾向であることが
示された[1]。さらに，国立大学の導入率は 88.5％
と定着をし始めていることがわかっている。 
一方，Campus Computing2013の報告によると，

アメリカの大学における LMSの導入率は 2013年
度調べで 100％となっており[2]，日本では更なる
導入率と利用目的に応じた利活用方法の提示等が

課題になっている。 
これまでの報告等では，導入率や導入されてい

る LMSの種類については報告されてきたが，具体
的な LMSの推移等の検証はされていない。一方で，
全学導入を検討する際に，同じような状況にある

大学では，どのような LMSを導入されているのか
を知りたいというニーズがある。そこで，本稿で

は，京都大学及び AXIESが行ってきた「高等教育
機関等における ICT活用教育の推進に関する調査」
のデータを基に，LMSの導入状況を分析した結果
を報告する。 

2  調査の概要 

本分析で用いた悉皆調査の概要を示す。今回，

時系列で比較するために用いた調査データは，文

部科学省高等教育局の協力を得て，AXIESが国内
の高等教育機関（大学，短期大学，高等専門学校）

を対象に，2015年度[3]，2017年度に実施した結果
を用いている。さらに，2013年度に，文部科学省
高等教育局の委託にて，京都大学が同様に実施し

た調査データも利用している[4]。これらの調査は，
わが国の高等教育政策の企画立案や各高等教育機

関が e ラーニングやオープンエデュケーションな
どの ICT活用教育を推進する観点から，その実態
や動向を把握することを目的としており，質問紙

は大学事務局向け，短期大学・高等専門学校向け，

大学の学部研究科向けの 3 種類となっている。回
答は，Webアンケートで行われ，回答率は 2013年
度 62.3%（740/1,187 機関），2015 年度 65.2％
（792/1,215 機関），2017 年度 60.8％（477／1,167
機関）である。 
今回は，大学事務局により回答されたデータに

より焦点を絞り，「全学的な ICT環境の導入状況」
という質問項目に関して分析を行う。 



3 全学導入 LMSの状況 

	 LMS の全学導入組織数と全学導入率を表 1，表
2に示す。規模の指標は，酒井ら（2016）の研究を
参考に「学部学生数」の回答を基に表に示すよう

に A〜Eの 5群に分類した[5]。表 1には，(各規模
の導入組織数/各規模群の回答組織数)を示してい
る。さらに，表 2に全学導入率を示す。 
	 それぞれの表からも，D群及び E群の導入率が
低いことがわかる。 
 
表 1	 大学の規模ごとの LMSの全学導入組織数 
規模：学部学生数 2013 2015 2017 

A群 10,001名以上 28/36 36/39 36/39 
B群 5,001〜10,000名 60/72 67/73 61/69 
C群 3,001〜5,000名 31/55 46/54 57/66 
D群 1,001〜3,000名 83/141 120/171 105/155 
E群 1,000名以下 36/122 68/179 54/148 

計 238/426 337/516 313/477 
 
表 2	 大学の規模ごとの LMSの全学導入率 

 2013 2015 2017 
A群 10,001名以上 82.9% 92.3% 92.3% 
B群 5,001〜10,000名 84.6% 91.8% 88.4% 
C群 3,001〜5,000名 58.7% 85.5% 86.4% 
D群 1,001〜3,000名 58.8% 69.3% 67.7% 
E群 1,000名以下 31.7% 35.8% 36.5% 

計 55.9% 65.3% 65.6% 
 
3.1 全学的導入 LMSの種類分布 
	 表 1，2より，LMSの全学導入の推移はわかる
が，実際にどのような LMS が導入されているの
かについて，図 1に示す。 
 

 
図 1	 全学導入 LMSの種類と割合 

 

	 複数の LMSを全学導入している場合もあるた
め，複数選択での質問となっている。図 1では，
全学導入している組織数を母数として，それぞれ

の導入率を算出し，その割合に合わせ帯の幅で表

している。 
	 また，今回，取り合えている 6種類の LMSに
ついては，①2013，2015，2017年の 3時点にお
いて，調査可能であった LMS，②いずれかの時
点で利用割合が 10％を超えている LMS，の条件
を元に選択している。ただし，Blackboard-
Learnについては，今回分析対象としていない高
等専門学校において導入率が 72.1％と高い数値
であったため，取り上げている。注意すべき点と

しては，「Universal Passport」は 2013年度調査
では質問の選択肢にはなかったため，「その他」

を選び，「Universal Passport」と回答している
組織をカウントしている。この図より，moodle
の導入率が最も高く，40％前後で 2013年度から
2017年度まで変化していない状況が読み取れ
る。この調査期間の中での大きな変化としては，

Universal Passportの導入率の増加である。
Universal Passportは，LMSのみではなく，教
務システムも含む総合的なシステムとなってお

り，そのような形態のシステムの導入が進んでい

る状況が見て取れる。 
4.2 大学規模別全学導入 LMSの種類分布 
	 LMSの全学導入率でもわかるように，大学規模
により，ICT 利活用の傾向が異なる場合がある。
そこで，導入 LMSの種類においても，各規模にど
のような変化があるのかを図 2に示す。図 2にお
いても，各規模群の導入組織数を母数として，そ

のうち，どのくらいの割合の組織がそれぞれの

LMS を利用しているのかを帯の幅で表現してい
る。 
まず，図 1と同様，Universal Passport以外の動

きがここ 4年間であまり見られないことが特等的
である。 
いずれの規模においても， moodleの導入率が

高いことがいえる。これは，オープンソースであ

り，導入コストの面から導入組織が多いのではな

いかと想定できる。また，独自開発システムもど

の規模の大学においても導入されている傾向にあ

り，それぞれの大学の嗜好に合わせたシステムが

構築されていることが伺える。 
A群〜B群の大規模校で比較的導入されている

のが，WebClassや manaba，Blackboardなどの商
品である。 

B群〜D群においては，この 4年間で
Universal Passportの導入率が伸びていることがわ
かる。これは，学内の学生管理を目的としたシス

テムも含め統合的なシステムの導入により効率化

を図る傾向にあることが伺える。 

独自開発システム

2013 2015 2017

40.7％ 37.1％ 41.9％

21.1％ 19.3% 15.7％

11.2％ 12.8% 13.1％

10.2％ 13.1% 9.9％

5.6％ 4.5% 3.5％

0.4％
13.6% 18.8％



5 まとめ 

本稿では，2013, 2015, 2017 年度に実施された
「高等教育における ICT活用に関する調査」のデ
ータにもとづき，全学導入されている LMSの種類
についての状況を整理した。さらに，大学の規模

の観点から比較した。その結果，2013年度〜2017
年度の期間において，導入されている LMSの種類
は大きく変動が見られていない。ただし，LMSだ
けではなく，教務も含めた学生支援と統合したシ

ステムの導入が増加傾向にあることがわかった。

さらに，大学の規模により，導入傾向も異なって

いることがわかった。 
ただし，今回の図はあくまで，2013，2015，2017

年度の調査により回答が得られた組織による分布

であることに注意いただきたい。 
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図 2	 大学規模別全学導入 LMSの種類と割合 
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